
令和４年度 俳句部門入選作品一覧    
 

☆最優秀賞   １句    
「コロナ禍

か

や疫 病
えきびょう

祓
はら

って豆
まめ

を撒
ま

き」 
鈴木 勧 （岸町二丁目町会） 
 

最優秀作品の情景等 
 節分の夜に「福は内、鬼は外」と唱えながら豆を撒いて鬼を払

います。この疫病である新型コロナウイルスも早く退散してもら

いたいと作者のみならずみんなが思っている願いなのです。その

ことを的確に表現されています。俳句は、十七音に季語を入れて

作ることが基本です。その上に北区清掃協力会の俳句は、キーワ

ードを入れなくてはならないということの難しさがあります。つ

まり、十七音から季語とキーワードの指定語句数を引いた言葉で

独自のことを表現しなくてはならないからです。 
 
（公益社団法人）俳人協会評議員 朝日カルチャーセンター講師 
                        石嶌 岳 

     
 

◎優秀賞   ５句 順不同 
「コロナ禍

か

のベランダ越
ご

しの初日
は つ ひ

の出
で

」 
    野口 邦惠 （西が丘三つ和自治会）  

 

「再生
さいせい

に 心
こころ

し歩
あゆ

む去年
こ ぞ

今年
こ と し

」 
坂本 和子 （桐ケ丘団地 N 地区自治会）  

 

「年
とし

神
がみ

を迎
むか

えて我
われ

も高齢化
こうれいか

」 
町田 延子 （東十条五丁目町会）  

 

「清掃
せいそう

日
び

コロナのマスク目
め

で笑
わら

い」  
     岡崎 修 （公団王子五丁目団地自治会）  

 

「再生場
さいせいば

清掃員
せいそういん

の汗
あせ

光
ひか

る」 
八木 圀彦 （中十条三丁目町会）  

 
 



○佳 作  ５句 順不同 
「日向

ひ な た

ぼこ国
くに

も憂
うれ

える高齢化
こうれいか

」 
石田 清子 （堀船一丁目町会）  

 

「コロナ禍
か

に服
ふく

のリメイク梅
うめ

真白
ま し ろ

」 
     若林 ふさ子 （公団王子五丁目団地自治会） 
  

「コロナ禍
か

の籠
こも

る 倖
しあわ

せ目刺
め ざ し

焼
や

く」 
喜多村 江子 （中十条二丁目町会） 

 

「飲
の

み干
ほ

せりラムネのボトル再生
さいせい

か」 
髙内 信夫 （十条仲原一丁目町会）  

 

「プラ容器
よ う き

洗
あら

へばさはやか再生
さいせい

に」 
鈴木 美知子 （岸町二丁目町会）  

作品を他で使用しないでください 


